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宇都宮市自転車のまち推進計画【概要版】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 重点施策の取組状況・課題と対応策 

施策の柱・取組状況 課題  対応策 

「
走
る
」 

自転車ネットワークの形成 

→都心部４４路線，郊外部６路線の

自転車ネットワークを形成 
自転車走行空間の確保 

→優先整備路線の整備 
（１３路線中１２路線を整備） 

・自転車交通量が多い路線でも自転車走行空間

の確保が困難な区間が存在 
対応策を検討し，自転車走行空間のネ

ットワーク化を図っていくことが必

要 

 
◆自転車ネットワーク

の拡充 

 

◆自転車走行空間整備

の推進 

「
止
め
る
」 

駐輪場の整備 

→ＪＲ宇都宮駅西口歩道上駐輪場

の整備 
（ラック式駐輪場１８０台を整備）

→既存駐輪場の利用促進 
（無料時間を４時間に拡大） 
→郊外型駐輪スポットの整備 
（１２箇所に駐輪スポットを整備）

 ※県，バス事業者による整備も含む 

＜ＪＲ宇都宮駅周辺＞ 

・市営駐輪場は収容台数一杯の需要があり，定

期利用の順番待ちをしている状況 
早急な駐輪場の確保策の検討が必要 

＜中心市街地＞ 

・一時利用は収容台数を上回る需要があり，放

置自転車の割合が高い。 
短時間駐輪スポットなど，中心市街地

の自転車利用者のニーズに応じた整

備の検討が必要 

 
◆ＪＲ宇都宮駅周辺の

駐輪場の確保 

 

 

◆中心地市街地への利

便性の高い駐輪スペ

ースの確保 

 

「
借
り
る
」

レンタサイクルの導入 

→市内４箇所の市営駐輪場へのレ

ンタサイクル導入（１１０台） 

・レンタサイクルの需要が高まっており，宇都

宮駅周辺は恒常的に台数が不足 
利用者のニーズに応じたレンタサイ

クルの拡充の検討が必要 

 
◆レンタサイクルの貸

出拠点の増設等 

 自転車を取巻く背景と自転車利用のメリット 

 推進計画策定の趣旨 第１章 

平成２３年度から平成２７年度までの５年間とし，１０年後（平成３２年度）を見据えた５年間の実行計画とします。

 2 計画期間 

「第５次宇都宮市総合計画」の分野別計画に掲げる基本施策「円滑で利便性の高い総合的な交通体系を確立する」を

実現するための計画とします。 
また，総合計画や「宇都宮都市交通戦略」などにおける都市及び都市交通の将来像を実現するため，目標や課題，施

策などの相互の関係を明確にした，戦略性の高い，実効性のある計画とします。 

■地球温暖化対策の推進 
二酸化炭素の排出が少ないまちづくりの推進 

■健康づくりの推進 
疾病予防対策の促進 

■スポーツ環境活動の充実 
スポーツ参加機会の拡大 

スポーツ団体の活動支援 

■観光資源の活用推進 
都市観光の促進 

観光情報発信の充実 

「自転車のまち推進計画」 

【現行計画】 
自転車利用・活用基本計画 

重点施策→「走る」「止める」 
「借りる」 

その他→「守る」「休む」「運ぶ」

『自転車のまち宇都宮』の実現に向けて,

「自転車利用・活用基本計画」の施策事業

を引き続き推進するとともに,「環境」「健

康」「スポーツ」「観光」などの新たな観点

からの取組を加えた総合的な計画 

見直し 

評価 

環 境 

 1 推進計画の位置付け 

第２章 

(1) 宇都宮市の概況 

 1 自転車を取巻く背景 

 2 自転車のメリット（自転車利用の魅力を表す「５つのＫ」） 

 1.1 自転車利用に適したまち 

都心部を囲む３つの環状道路と，都心部から郊外に延び

る１２の放射道路の道路ネットワークが形成されている

など，自転車利用にも適した道路環境を整備しています。

(1) 自転車の利用状況 
 1.2 自転車利用が盛んなまち 

(2) 高校生の自転車通学者数 

ジャパンカップ・サイクルロードレース，宇都宮ブリッツェン 

 現行計画の取組状況と課題 第３章 

北関東唯一の５０万都市である本市は，市街地を中心

に平坦地が拡がり，降水量は全国と比較すると少なく，

また，冬季の日照時間が長いなど，自転車の利用に適し

た環境を持ったまちです。 

(2) 宇都宮市の道路ネットワーク 

全国平均と比較して，自転車を利用する人の割合が高

いまちとなっています。 

市内の高校に通学する自転車通学者数の割合は，約８

割と非常に高い水準となっています。 

平成４年以降，毎年，森林公園周回コースで「ジャパンカップ・サイクルロー

ドレース」が開催され，全国から自転車ファンが集まるまちです。 
また，平成２０年１０月に誕生した日本初の“地域密着型”プロロードレース

チーム「宇都宮ブリッツェン」の活動拠点となっており，深く自転車にかかわっ

ているまちです。 
健 康 

交 通 

スポーツ 観 光 

～自転車で“走れば愉快だ”宇都宮～ 

■計画策定イメージ 

 1.3 自転車スポーツが盛んなまち 
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■宇都宮市の位置 

■宇都宮市の交通分担率 

■ジャパンカップの状況 
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環境にやさしい

交通渋滞の緩和

自転車を利用することは，「環境負荷（kankyo）」「健康増進（Kenko）」「快適性（kaiteki）」「経済性（keizai）」「交

通安全（kotsuanzen）」などに様々なメリットが考えられます。そのメリットを「利用者」「まち」「企業」に分類し

て取りまとめました。 
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第４章  推進計画の目標と将来像 

「４つの施策の柱」とそれぞれの取組方針を設定し，目標を達成するための様々な施策事業を展開していきます。 

第６章  重点事業の概要 
本計画の４つの柱に基づく具体的な取組の中から，以下の８つの施策を「重点事業」として位置付け，重点的に取り組

むとともに，「自転車のまち宇都宮」を積極的にＰＲしていきます。 

第５章  施策事業の展開 

  
計画期間中に（一部） 

実施する事業 
  ◎ 重点事業 【新】新規事業 【拡】拡充事業 【継】継続事業 

計画期間中に検討し， 

実施を目指す事業 

４つの柱 
活動指標（重点事業） 
５年後（平成２７年度） 

成果指標 
（経年的に成果を把握） 

１０年後 ＜チャレンジ目標＞ 

２５％（４人に１人）

＜現在＞ 
２０％（５人に１人） 

１ ０ 年 後 ＜チャレンジ目標＞ 

５０％ 

＜現在＞ 
２９．６％ 

自転車の交通分担率（通勤・通学） 

市民満足度（自転車を使いやすいまち） 

 1 評価指標 

重点事業の進捗状況を評価する「活動指標」と，施策の効果を評価する「成果指標」の２つの指標により，事業の

進捗状況を評価し，経年的に施策の効果を把握します。 

 2 推進体制・進行管理 

重点事業の活動指標の目標達

成に向けて取り組みながら，概ね

１０年後には，左記の目標が達成

され，市民の皆さんが，「自転車

のまち」として誇れる宇都宮市と

なるよう積極的にチャレンジし

ていきます。 

市民，事業者，行政が連携して計画を推進することができる

よう，市民代表や関係機関などによる「（仮称）宇都宮市自転

車のまち推進協議会」を設置します。 
活用指標，成果指標により施策の進捗状況を評価・検証する

とともに，必要に応じて計画案の見直しを行ない，確実な計画

の推進を図ります。 

第７章  「自転車のまち宇都宮」の実現に向けて 

「チャレンジ目標」 

だれもが“安全”に 
自転車が使える 

だれもが“快適”に 
自転車が使える 

だれもが“楽しく” 
自転車が使える 

だれもが“健康とエコ”
に自転車が使える 

□自転車走行空間の整備延長 
  《目標値》 ９．６ｋｍ⇒２５．４ｋｍ 
□交通安全教室等 
  →宇都宮市交通安全計画で設定  

□自転車の駅(休憩スポット)の整備数 
  《目標値》 ３６箇所新設 
□鉄道駅周辺の駐輪場収容台数 
  《目標値》 6,100 台⇒6,700 台 

□レンタサイクル拠点・利用者数 
 《目標値》 ４箇所⇒14 箇所 31,000 人⇒41,000 人
□モビリティセンター利用者数 
 《目標値》 モデル事業から設定 
□自転車マップ配布枚数（実績値） 

□エコ通勤実施企業数 
 《目標値》 ４企業 ⇒ １０企業 
□自転車モニター事業参加者数・実施効果（実績値）

■交通事故件数 
 市内全体や整備路線の交

通事故の変化を把握 

 
■自転車利用者数 
 市内全体や整備路線の自

転車利用者数を把握 

 
■ＣＯ2の削減量 
 上記の自転車利用者数の

状況から，自動車からの転

換による削減量を推計 
 
■市民の満足度 
 自転車施策などに関する

満足度を把握 

自転車モニター事業の実施【新】 「自転車のまち宇都宮」のＰＲ【新規】 

■ＪＲ宇都宮駅周辺の駐輪場の拡充 
■「宮サイクルステーション」 

（モビリティセンターの整備） 

■「自転車のまち宇都宮」ロゴの活用

（「自転車のまち宇都宮」のＰＲ）■優先整備路線の自転車走行空間整備 

だれもが“安全”に自転車が使える  

だれもが“快適”に自転車が使える 
目標 

Ⅱ 

①新たな自転車走行空間の整備【拡充】 

 →新たなネットワーク路線における優先整備

路線の整備推進 
 
②交通安全教室等の継続・拡充【拡充】 

 →交通安全教室や運転免許事業等の拡充の検

討 

だれもが“楽しく”自転車が使える  
目標 

Ⅲ 

だれもが“健康とエコ”に自転車が使える  
目標 

Ⅳ ③休憩スポットの創出（自転車の駅）【新規】 

 →市の公共施設などへの自転車修理用具，スポ

ーツバイク用ラック等の設置 
 
④鉄道駅周辺への駐輪場整備【拡充】 

 →ＪＲ宇都宮駅周辺への駐輪場の拡充，江曽島

駅等への駐輪場整備 

⑤観光レンタサイクルの導入【新規】 

 →観光施設等と連携した貸出場所の増設等に向け

た観光レンタサイクルの本格実施 

⑥モビリティセンターの整備【新規】 

 →自転車利用・活用を促進する戦略的な施設「モビ

リティセンター」の本格的な整備 

⑦自転車マップの作成【新規】 

→自転車マップの作成による自転車を活用した観

光ルート等の提案，情報発信 

⑧自転車モニター事業【新規】 

 →自転車利用の健康面などへの効果を検証するモニ

ター事業の実施と自転車通勤者の体験談のＰＲ 

■推進組織のイメージ

目標 

Ⅰ 

目標

Ⅰ

目標

Ⅱ

目標

Ⅲ

目標

Ⅳ

参加・協力 
事業評価 

 

 
宇都宮市

 

関係団体

 

関係機関 
（国・ 県・警 察）

協議・調整

（仮称）宇都宮市自転車のまち推進協議会 

・ 各関係者から構成される協議会 

・ 事業の進捗状況，効果確認および計画案の

見直し等を実施 

協働・参加参加・協力

 

市民・企業

・ 自転車の走行にとって安全・安心な道づくりの推進 
・ 自転車のルール・マナーを守ることができる人づくり

や自転車の安全を守る環境づくりの推進 

・ 自転車利用者が休憩できる空間の創出や公共交通（バス，

鉄道，タクシー）との連携など，自転車利用がつながる

環境づくりの推進 
・ 自転車の特性を活かす利便性の高い駐輪場の整備 

・ 自転車に乗りたくなるような環境づくりの推進 
・ 観光との連携やサイクルスポーツの振興による新たな自

転車の魅力づくりの推進 

・ 市民の健康増進や地球にやさしいライフスタイルの推進 


